










































































































全体 BRJP FRJP USJP KRJP VNJP 合計
国内日本人
hPJP JPBR JPFR JPUS JPKR JPVN 合計
男性 207 14 14 9 24 26 85 28 19 14 23 14 24 94
女性 235 18 29 23 33 23 126 36 12 17 15 19 10 73




10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
全　　　体 5 160 137 80 37 16 5
在外日本人 1 51 74 49 22 11 3
国内日本人 2 20 13 12 10 5 2
















在外日本人 43（20．4％） 64（30．3％） 29（13．7％） 33（15．6％） 38（18．0％） 4（1．9％）



































































































































































































































































































































L〈1 1≦Lく3 3≦Lく5 5≦L〈10 10≦し
　
一①マイナスー●一一②プラス・一壱・・ その他
4．2．5　対照国の人の態度予測
95
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
　ビデオ場面のような状況が対照国で対照国の人同一t：の問で起こったときに、割り込ま
れた人はビデオ場面のように譲るかどうか、という質問についての回答は、H本人・外
国人ともに「譲る」より「譲らない」という同答が多数である（図9－a、b）。外国人回答
は①と②の差がどの層でも20～30％程度で、「場合による」が滞在1年未満に多いこと
を除いて回答はほぼ一・致している。日本人回答は「譲らない」の割合が滞在の浅い層ほ
ど高く、長期になるほど低くなっている。
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　4．2．6　自分自身の対応〈ビデオ視聴後〉
　自分だったらどうするか、ビデオ場而の状況における日本と対照国での自分の行動に
ついての回答は、図10－a～dに示すとおりである。
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　　図10－b．自分の対応；日本で：外国人回答
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図10－c．自分の対応：対照国で；日本人回答
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図1。rd．．e分の対応，雁「
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i－o一①譲る一〇一②譲らない・A・・③場合による　　　　一〇一①醸る一●一②譲らない・▲一．③場合による
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　外国人回答を見ると、日本での行動にっいて、滞在年数が長いほど②「譲らない」の
比率が高くなり、5年未満までの層では②より①「譲る」が多いが、滞在10年以ヒでは
①と②の回答比率が逆転している。滞在1年未満は対照国でも「譲る」が多い。一方、
日本人回答は、日本と対照国とでの行動はどの層でも「譲る」が多数である。しかし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－94
（27）
対照国での自分の対応の回答を見ると、差は小さいが滞在年数が浅い層のほうが「譲ら
ない」が多く、日本での外国人回答の「譲る」の割合と対照的な傾向が見受けられる。
　　　5　考　察
　「割り込む人」に関する回答では、特に滞在5年までの日本人回答に「割り込みが多
く社会的にも必ずしもマイナスに評価されない」という日本と対照的な対照国像が非常
に鮮明に現れているが、滞在が5年を過ぎると対照国も日本も同じように割り込みはマ
イナス評価されると受け止められ、割り込みの多さについても一概に対照国が多いとは
いえないという意識になっていく。
　「割り込まれた人」に関しては、対照国では言葉で抗議し、日本での対応は言葉では
なく表情や態度で示すという認識が全体にほぼ一致して見られる。「割り込まれて譲る
人」については、外国人が非常に好意的に見ているのに対し、日本人は「遠慮しすぎ」
というややマイナスの見方である。しかし、譲る人に対してややマイナスに見ていなが
ら、滞在期間5年までの日本人は日本では譲る人はプラスに評価され、対照国ではマイ
ナスに評価されると考えている。
　このように見てくると、異文化社会の滞在が短いうちは出身国と現住国の違いをより
強く意識しているが、滞在が5年を過ぎたあたりから出身国と現住国についての認識が
近づいていく、という傾向があるように思われる。滞在5年までの日本人では、対照国
の人は譲らないだろうと考えている人が圧倒的で、自分自身も日本でより対照国でのほ
うが譲らないという回答が多い。さらに日本人の5年以上の長期滞在層と外国人で、譲
らないと回答した人の割合は日本も対照国もほぼ同じという結果であった。5年という
あたりが一つの変化の節目のように見える。
　自分自身の行動については、割り込みあるいは割り込まれたときの行動について、滞
在3年以上5年未満の層が、どちらの国でも自分は出身国より現住国の人々の行動に近
い行動をとると考えているように、この時期には出身国のやり方から離れ、現住国のや
りかたにあわせて行動しているという意識が強くなる。さらに長期になるとどちらの国
での行動もあまり差がなくなっていく。内海の文化習得モデルの段階はむしろもっと短
いスパンでの変化を想定したもののようであるが（注5）、これらの回答に見られる長期
的な異文化接触経験のプロセスの特徴は、内海モデルの各段階の特徴にあてはまるよう
に思われる。1年未満の層はまだ接触経験自体が限られ、自文化の価値観で処理してい
る時期（第1段階）であり、新しい社会での行動範囲や人間関係が広がる3年～5年の
層にそれぞれの社会での言語行動の違いが最も強く意識されている（第2段階）。日本
と対照国についての認識が近く、自分自身の行動もどちらの社会でも同じように意識し
ている滞在10年以上の回答の特徴は、自文化と異文化と自己の3つを等距離に感じる、
という第4段階と考えてよいのではないか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
　自分自身の行動についての回答が、1年未満よりも1年～3年あるいは3年～5年の
層で現住地寄りになる傾向が見えること、あるいは滞在の浅い層で、日本人より外国人
のほうが現住地での自分の行動が現住地の人の行動に近い傾向にあるのは、社会的能
力、例えば滞在地の言語を駆使して周囲の人と交渉や調整をし、社会システムを理解し
て情報を自在に入手し生活環境を整えるといった能力や言語能力も要因として考慮する
必要があるかもしれない。現住地社会での言語行動の違いにはある程度初期の接触経験
で気づくことができるが、摩擦を回避したり調整したりするための言語能力や社会的知
識を身に付けるには時間がかかる。割り込まれた場合に言葉で抗議するということも、
割り込むことも、うまくやるにはそれなりの言語力が必要になる。外国人が日本でじっ
と順番を待つ、割り込まれても言葉による抗議はしないというのは、日本的やり方に従
っているとも考えられるが、言葉の力が不十分な時期のストラテジーとも考えられる。
　　　6　おわりに
　滞在期間によって、出身国と現住国の社会における言語行動およびその規範について
の認識が変化し、出身国・滞在国の社会に対する意識や自分の行動についての考えも、
1年、3年、5年、10年といったあたりを節目として変わっていく様子が見られた。も
ちろん、変化の速度や過程には年齢や職種、居住環境や言語能力等々多様な個別の要因
が影響すると考えられる。今回は滞在年数のみでデータを見ていったが、異文化体験に
よって意識の変容が促進されるとすると、より多くの接触体験をもつことによってそれ
はさらに加速されるとも考えられる。滞在社会の人々との接触機会がどの程度あるかと
いう視点での分析による検証が今後の課題である。
〈注〉
（注1）　「ビデオ刺激による言語行動意識調査」は、平成6年～10年度文部省科学研究
　費（創成的基礎研究費）「国際社会における日本語についての総合的研究」（研究代表
　者　水谷修）の研究班2「言語事象を中心とした我が国を取り巻く文化摩擦の研究」
　（代表　平野健一郎）の国語研究所チーム（リーダー：西原鈴子、他8名）によって
　実施したものである。
（注2）調査は1回につき約2時間、被調査者1～3人一組で実施した。調査は全体で
　6つの言語行動場面で構成され、1回の調査では平均2～3場面についての調査を行
　った。基本的には日本語による面接であるが、在日外国人調査では通訳を伴うことも
　あった。調査の詳細については、参考文献の西原ほか1999を参照されたい。
（注3）海外経験のない東京出身東京在住の日本人を、異文化経験を持たない場合の言
　語行動規範意識の資料とすべく、被調盗者として加えた。
（注4）割り込み場面の被調査者442名中、依頼場面から続いて調査したものが411名
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（29）
　（割り込み場面の全被調査者の93％）、割り込み場面のみ調査したものは32名である。
（注5）　内海（1990）では、文化習得モデルの参考にしたActon（1987）が文化適応
　に必要な期間を4ヶ月としていることに強く疑問を呈し、もっと長い可能性を考えて
　いるようであるが、そこでの内的社会距離の変化を見る実験は6ヶ月という枠を最長
　の枠組みで設定している。
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